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長寿命化修繕計画策定は、橋梁を適切に管理するために国土交通省が進める施策です。

その内容は以下のとおりです。 

 

 

【背 景】 

我が国の社会資本は、戦後の高度経済成長期に急速に整備されてきた。近年、これらの社会資

本の老朽化が進み、高度経済成長期に整備された社会資本ストックが同時期に高齢化を迎えよう

としています。会津美里町においても、一般的に高齢化橋梁と称される建設後 50 年を迎える橋

梁の割合が今後増加していきます。そのため、橋梁の長寿命化や計画的管理への移行を目的とし

て、平成２5 年度に橋梁長寿命化修繕計画（「第１期計画」という）を策定しました。しかし、

第 1 期計画策定後も橋梁の維持管理を取り巻く情勢は変化し、平成 25 年度に道路法の改正、

翌年の平成 26 年には道路橋定期点検要領が示され、会津美里町においても点検要領に準じた近

接目視点検を行い橋梁の維持管理をしています。 

 

【目的】 

これまでの対症療法的な対応から計画的かつ予防的な対応に転換することで橋梁の長寿命化

を図り、予算の平準化と維持管理コストの縮減を行うことを目指した「第１期計画」について検

証を行い、維持管理を取り巻く情勢の変化に応じた「第２期計画」の策定を行いました。 

 

【計画位置づけ】 

 本計画は、平成27年度に策定した「会津美里町公共施設等総合管理計画」の橋梁に関する

個別施設計画です。 

 

【制度導入の効果】 

長寿命化修繕計画に基づき、地方公共団体が道路ネットワークの重要性・緊急性を踏まえつ

つ健全度の把握、日常的な維持管理に加え、個々の橋梁に対して最も効率的・効果的な修繕を

計画的に実施することで、橋梁の長寿命化並びに橋梁の修繕及び架替えに係る費用の縮減が図

られます。さらに、橋梁の長寿命化・道路ネットワークの安全性・信頼性が確保されます。 

 

 

 

 

 

1. 長寿命化修繕計画の背景と目的 
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（1）管理橋梁 

会津美里町が管理する橋梁は、令和元年 3 月現在、156 橋です。その内訳は以下の

とおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）建設年別の橋梁数分布 

会津美里町の橋梁は、1950 年代から建設され 1961 年～1980 年に多くの橋梁(建設

年度の判明している 111 橋のうち 63 橋 57%)が占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 会津美里町が管理する橋梁の現状 
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（3）橋梁の年齢構成 

管理している 156 橋において、建設年度が判明(111 橋)している建設後 50 年以上経

過した橋梁に占める割合は、2019 年時点で 24％（27 橋）ですが、10 年後には 62％

（69 橋）、20 年後には 78％（87 橋）と急激に増加します。 

 

 

 

 

 

 

 

建設後 50 年以上が経過した橋梁は、材料の経年劣化でこれから頻繁に修繕が必要

となる可能性が高い橋梁として、高齢化橋梁と呼びます。 

 

 ●50 年以上経過した橋梁の損傷 

 

                  ■ 鋼材のさび 

 

 

 

 

 

 

                       ■ コンクリートのひびわれ 

 

 

 

 

 

 

       ■ コンクリの剥離 

 

 

 

 

 

今後は、これらの損傷が多くの橋に見られるようになる可能性があります。 

 

現在 10 年後 20 年後 
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（1）予防保全とは 

 

 

 

 

 

 

（2）予防保全による効果 

 

 

 

 

 

ライフサイクルコスト(ＬＣＣ)とは、小規模の損傷に小規模の修繕を繰り返しなが

ら大事に使い続けるのに必要なコストです。予防保全に対して、修繕を行わず使い

続け寿命を迎えたときに架け替えすることを「事後保全」といいます。累計コスト

で判るように、予防保全型の維持管理が効果的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 予防保全の取り組み 

大切な資産である道路ストックを長く大事に保護し、安全で安心な道路サービスの

提供やライフサイクルコストの縮減等を図るため、定期的な点検により、早期に損

傷を発見し、事故や架け替え、大規模な修繕に至る前に対策を実施します。 

※国土交通省資料より 

予防保全を行うことで橋梁の長寿命化が図られ、ライフサイクルコストの縮減が可

能となります。 

※国土交通省資料より 

橋の維持管理シナ
リオ 

予防保全型維持管理 

累計コスト 

事後保全型維持管理 

累計コスト 
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「第１期計画」で定めた２つの方針を継承することを基本とし、基本方針を以下

に改訂します。これにより、適切かつ継続的な維持管理の実施を目指します。 

● 常に橋梁の健全度を把握するため、定期的に点検を実施します。 

● 点検時の健全性の診断結果を、計画時における指標とします。 

● 計画的に修繕を行うために、橋梁の管理区分を設定します。 

● 効果的で合理的な管理を行うために、地域での重量度を考慮した優先順位をつけま

す。 

● 橋梁を良好な状態で維持していることを示すために、長寿命化計画を公表します。 

● 橋梁を適切かつ継続的に管理するために、定期的な計画の改定（改善・見直し）を

図ります。 

● 橋梁の維持管理においては、管理橋梁が多数存在することから維持管理コストの低

減が課題であるため、点検、設計、修繕事業の効率化・生産性向上に資する各種技

術開発（新技術）を積極的に活用する方針とします。 

 

 ※「第１期計画」の基本方針 

   (1) 健全度の把握および日常的な維持管理 

    1) 健全性の把握に関する基本的な方針 

     〇定期点検の必要性の明確化⇒定量的なデータに基づく合理的

な管理方法の導入 

    2) 橋梁の予防的な修繕に関する方針の明確化⇒対症療法的な管理

から予防保全型の管理へ 

 

   (2) 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の削減に関する

基本的な方針 

1) 点検結果を基に対象橋梁を今後の管理区分に応じてグルーピン

グし、その中で予防的な修繕が必要な橋梁に対して、橋梁の長

寿命化と維持管理費用の削減を図る。 

 

 

4. 橋梁長寿命化修繕計画の基本方針 
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会津美里町では、平成 19 年に国土交通省からの「橋梁の長寿命化修繕計画策定」施

策を受けて、平成 23 年度より橋梁点検を実施し、計画的に取り組んでいます。 

そのような背景の中で、会津美里町では、長寿命化修繕計画の基本方針として次のこ

とを基本方針としています。 

 

●会津美里町で管理する橋長 15m 以上の橋梁 40 橋と橋長 15m 未満の橋梁 116 橋につ

いて長寿命化修繕計画を策定し、事後保全型から予防保全型の橋梁管理へ転換する

ことにより修繕コストの縮減を図ります。 

 

●長寿命化修繕計画を策定するため、5 年間隔を目処に橋梁定期点検を継続的に実施

します。継続的な点検を行うことで、重大な損傷を見逃さないように取り組みます。 

 

●長寿命化修繕計画は最新の点検結果に基づいて更新し、下図の PDCA サイクルを継

続的に維持するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 橋梁長寿命化修繕計画の基本方針① 
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健全度の把握と修繕の必要性 

 

●健全度 

会津美里町が管理する橋梁に求める健全度は、供用安全性の観点から次の 3つの性

能を対象とします。 

 

① 耐 荷 性 ：自動車荷重満載状態などの耐荷力余裕が適切に保たれてい 

 ることの程度 

②災害抵抗性 ：地震時の自然災害に対する抵抗機能が健全であることの程度 

③走行安全性 ：車両の安全な通行が確保されていることの程度 

 

点検で得られるデータを基に橋全体としての機能や性能の状態を客観的に表現で

きる指標として、「総合評価指標」を健全度の指標とします。なお、これらの考え

方は、国土技術政策総合研究所（国土交通省）資料に準じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健全度の利用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 長寿命化修繕計画の基本方針② 

会津美里町 

・管理状態の把握 

・管理目標の設定 

・補修等対策の効果の確認 

（管理しやすい点数評価） 

市民及び道路利用者 

・管理目標の説明 

・管理状態の説明 

・効果の理解 

（理解し易い点数評価） 

加
味
し
ま
す
。 

及
び
路
線
等
の
重
要
度
を 

健
全
度
（総
合
評
価
指
標
） 

対策の優先度 

耐久力が低下し始めます。 

耐荷力が低下し始めます。 

修繕の必要性 

健全度の低い橋を優先します。 
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●重要度 

会津美里町が管理する以下の路線を重要路線とし客観的に表現できる様、点数化を

行います。なお、橋の管理の難易度から構造や橋長も加味します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●修繕の必要性と優先度 

 会津美里町では、健全度及び重要度により優先度を決定し補修を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※縦軸の健全度の点数は 0 点が損傷がひどい橋です。また、横軸の重要度の点数

が高い橋は重要性があるとしました。 

   ※上記図の 1 は健全度が低く優先度が高い橋のグループで優先度 1 から優先度 9

に向けて補修を順次行います。 
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● 長寿命化修繕計画の橋梁位置(156 橋) 

  会津美里町が管理する 156 橋について長寿命化修繕計画を行いました。 

 

 ※今後10年で事業予算3000万円から3500万円で計画的に補修を実施していきます。 

 ※補修工事前に補修設計を実施し補修の必要な部位と補修の不要な部位を明確にし

精査した上で事業予算の縮減を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 長寿命化修繕計画 
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 11
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長寿命化修繕計画に取り組むことにより、次のような効果があります。 

 

●修繕コストの縮減 

予防保全による維持修繕を行うことにより、大規模の修繕が少なくなり修繕コスト

の縮減が可能となり、会津美里町の限られた財源の中、将来に渡り一定の道路サー

ビス水準を維持できます。従来どおりに橋が壊れてから架け替えを行うと約 225 億

円の費用がかかります。計画的に補修を行い予防を行えば約 142 億円程度で 83 億

円の縮減が見込まれます。 

 

 

 

 

橋梁のより良い長寿命化を図るため、コスト縮減や高度化、効率化の観点から「橋

梁定期点検」および「補修工事」について、新技術の活用が見込まれる橋梁において

新技術の導入検討を行います。 

新技術については、国土交通省の「性能カタログ」や「新技術情報提供システム

（NETIS）」で公表されている技術を参考に、従来点検と新技術を活用した場合のコス

ト比較をして導入検討を行いました。下記に参考とする新技術を記載します。 

 

【点検による新技術活用で期待される効果】 

 

◆ 維持管理コスト縮減の観点 

  ⇒点検車両や規制が不要となり、コスト縮減や交通影響の削減が可能となります。 

 

◆ 点検品質の確保・向上の観点 

  ⇒物理計測や画像データ分析等により定量的な情報を得られます。 

  ⇒点検員が確認できない範囲の点検が可能となります。 

 

◆ 点検作業の省力化・安全性向上の観点 

  ⇒点検員が直接近接する必要がなくなり、労力の削減や安全の確保に繋がります。 

8. 長寿命化修繕計画の効果 

9. 新技術導入の検討 
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現在、橋梁などの道路構造物の老朽化が進行し、地方公共団体等では通行止めに

なる橋梁が増加していることから、橋梁の維持管理コスト縮減のため著しい損傷が

あって使われていない橋梁や迂回ルートがあり利用が限定されるなどの場合は、状

況に応じて橋梁の集約化・撤去を検討し維持管理コストの縮減を図ります。 

 

【撤去により期待される効果】 

・長期的観点から維持管理コストが縮減される。 

・災害時における橋梁被害の縮減につながる。 

【留意事項】 

・撤去の初期費用がかかる。 

・利用者がいた場合、迂回が必要となり利便性が低下する。 

 

 

 

 

【適用が想定される橋梁】 

・利用者が少ない橋梁 

・近くに迂回ルートがある橋梁 

 

 

 

●学識経験者の意見聴取 

会津美里町では、長寿命化修繕計画を作成するにあたり、工学的な知見から下記の

先生に助言をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 集約化・撤去の検討 

学識経験者の専門知識を有する者 

 

日本大学 工学部 教授 大学院担当 工学研究所所長 

     博士（工学）      岩城 一郎 

 

11. 助言をいただいた学識経験者 


